













の取組について、 本学の教職員 ・ 学生 ・ 関係者 ・ 地域の皆様、 本学への入学を希望される高
校生などを対象として分かり易く総合的にとりまとめものです。  
 




については、 その旨を明記します。  
 









本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。      
【お問い合わせ先】 
      〒920-1192 
      石川県金沢市角間町 金沢大学施設管理部安全環境課 
      TEL:076-264-5145 FAX:076-234-4033 
            e-mail: kankyo@ad.kanazawa-u.ac.jp  
 
      本学の参考資料として「金沢大学概要」、「データーで見る金沢大学」があり、 
下記の金沢大学のホームページから見ることもできます。 
            http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/index.html 
 
      又、この環境報告書は、下記の金沢大学のホームページで公表しています。 
            http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad-sisetu/kankyo/2008.pdf 
 




















学長メッセージ ････････････････････････････････ 1 ・ 大気汚染物質の排出と抑制策 ･･･････････････ 23 
金沢大学環境方針 ･････････････････････････ 2 ・ 化学物質の適正管理と特定化学物質の排出・移動量 ･･････ 24 
金沢大学環境基本計画 ･････････････････････････ 3 ・ 温室効果ガスの排出と抑制策 ･･･････････････ 25 
環境マネジメントの取組み ・ グリーン購入の推進 ･･･････････････････････ 27 
・ 環境マネジメントシステム ････････････････････ 4 ・ 技術支援センターの「環境に優しいものつくり」への取り組み  ･････ 28 
環境に関する教育と研究 法令順守の状況 
・ 金沢大学における環境教育・持続可能な開発のための教育の充実・強化 ･･ 5 ・ アスベスト対策 ････････････････････････････ 29 
・ 学校における環境教育・ＥＳＤの支援 ･･･････････････ 6 ・ 小立野地区土壌汚染調査 ･･･････････････････ 29 
・ 地域の環境を学ぶ「能登エクスカーション」を実施  ････ 7 ・ 排水水質の規制順守の取組 ･････････････････ 29 
・ 自治体・企業による環境保全の取組の見学会 ････ 8 サプライチェーンの活動 
・ 金沢大学「大学・社会生活論」における環境論の新しいこころみ ･･･ 9 ・ 金沢大学生協の環境活動 ･･･････････････････ 30
・ 環境技術の地域経済学 ･･････････････････････ 10 ・ 学生活動 ･････････････････････････････････ 31 
環境コミュニケーションの状況 生物多様性の保全状況 
・ 環境標語の募集 ････････････････････････････ 12 ・ 角間の里山メイトによるキャンパス整備 ･･･････ 32
・ 「金沢大学のエコ・アクション」の講演会開催 ････････････ 13 社会パフォーマンス 
・ 金沢大学の環境へのとりくみ２００８の作成と配布 ････････ 14 ・ 金沢大学における女性研究者支援 ･･･････････ 33 
・ 環境報告書２００８および金沢大学の環境への取組のアンケート ･･ 14 ・ 金沢大学における安全衛生活動 ･････････････ 35 
・ 引っ越しゴミの出し方に関するパンフレットの配布 ････････ 14 金沢大学概要 
・ 交通アンケート ･････････････････････････････ 15 ・ 教育研究組織 ･････････････････････････････ 36 
地域・社会貢献活動 ・ 学生・職員数 ･･････････････････････････････ 37 
・ 能登半島地震支援活動状況 ･･････････････････ 16 ・ 予算規模 ･････････････････････････････････ 37 
・ 通学路クリーン作戦 ･････････････････････････ 17 報告書2007のアンケート結果 ･････････････････ 38
・ 「ふれてサイエンス＆てくてくテクノロジー」開催 ････････ 18 総括 ････････････････････････････････････････ 41 
環境配慮への取組み あとがき ････････････････････････････････････ 43
・ 物質収支 ･･････････････････････････････････ 19 編集後記 ････････････････････････････････････  44
・ エネルギー消費 ････････････････････････････ 20 環境ガイドライン（２００７）との対照表 ････････････  45
・ 廃棄物の排出抑制と再資源化 ････････････････ 22 内部評価 ････････････････････････････････････ 46


















































金沢大学は、 総合大学のもつ多様性を個性的に発揮することで、 21世紀の時代を担う有為な 
人材の育成と知の創成に努めることとしている。 地域における知の拠点である本学が、 このよ 
うな目的をもって教育 ・ 研究 ・ 診療 ・ 社会貢献等の活動を推進するために、 将来の世代と 





   １ 金沢大学は、 本学が実施するあらゆる活動において、 環境問題を意識し、 環境保全に貢献 
する人材の育成と研究の推進に努める。  
 
２ 金沢大学は、 本学が実施するあらゆる活動において、 環境に関する法規 ・ 規制 ・ 協定 
等を順守する。  
 
３ 金沢大学は、 本学の活動が環境に及ぼす影響を調査 ・ 分析し、 化学物質の安全管理、 廃 
棄物の処理、 資源 ・ エネルギーの使用量削減や再利用 ・ 再資源化等に積極的に取り組む 
ことにより、 環境負荷の低減に努める。  
 
４ 金沢大学は、 環境に関わる知的効果を含むあらゆる情報を社会に還元 ・ 公開し、環境問題 
に対する啓発と普及に努める。  
 
５ 金沢大学は、 以上の環境方針を実現するための総合的なマネジメントシステムを構築し、  
継続的に目的 ・ 目標を定め、 全ての大学構成員が協力して、 その達成に努める。  
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金沢大学環境基本計画 
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環境マネジメントシステムの取組み 
■ 環境マネジメントシステム 





区、 角間北地区、 宝町 ・ 鶴間地区、 附属病院の4つの地区に分け、 それぞれの地区に環境関連委員会
と、 環境推進員をおいて、 各部局等でPDCAサイクルを実行することにより、 環境保全に努めています。
この見直し改善によって、 計画(Plan)、 実施(Do)、 点検(Check)、 見直し(Action)のサイクル、 いわゆる
PDCAサイクルによって継続的改善を行なうための実行力のあるシステムが構築されました。 また、 環
境委員会には、 具体的な計画の立案等を行う環境マネジメント小委員会と環境報告書編集小委員会を
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地区責任者 地区責任者 地区責任者 地区責任者 
各部局長 各部局長 各部局長 
環境推進員 環境推進員 環境推進員 環境推進員 
部局等委員会 部局等委員会 部局等委員会 部局等委員会








角間南地区 宝町・鶴間地区 角間北地区 附属病院
各部局長 








































































FD ・ ESD の FD への統合
方策の検討 
・ESD の FD への統合 
・ESD に関する FD/SD 開始 
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ESD シンポジウム基調講演 
環境に関する教育と研究 








○ ESD 講座 
 ESD 講座では、文部科学省や先進的に ESDに取り組んでいる地域の専門家から話を聞くとともに、北陸地
















○ ESD シンポジウム 
 広く市民の皆さんに ESD を理解してもらうため 









る ESD とユネスコ・スクールの支援することを約束しています。 
 
ESD 講座：特別講演 ESD 講座：地域からの発表 
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環境に関する教育と研究                           
■ 地域の環境を学ぶ「能登エクスカーション」を実施 



























  輪島市白米の千枚田で「あえのこと」を見学     能登学舎食堂「へんざいもん」での地元食材の昼食 



























































































































































地域連携推進センター地域連携係   原 美有紀 
優秀賞 
 心に夢を、キャンパスに緑を  空と緑と、金沢大学 
        医薬保健学域保健学類       能 安輝子 
残そう未来の家族に緑の地球を       人間社会学域地域創造学類   山内 美希
もったいないその一言がリサイクル    人間社会学域地域創造学類   黒川 杏実 
今すぐにできることから一つずつ    人間社会学域地域創造学類   冬廣 和也 
みんなで乗ろう１００円バス     医薬保健学域薬/創薬科     長坂 恒佑
  金大が地球と奏でるハーモニー       大学院医学系研究科保健学専攻 北川 真衣
審査員賞 
  ｅｃｏ金大         人間社会学域法学類     中村 哲郎
 













表 彰 式 
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環境コミュニケーション 
■ 「金沢大学のエコ・アクション」講演会開催 








フロンティアサイエンス機構 鈴木 克徳 特任教授 
 
「他の国の空気を日本が汚している？～途上国と日本の意外な関係～」 
理工研究域環境デザイン学系 古内 正美 教授 
 
「温暖化対策と地域再生をつなぐ森のエネルギー」 
人間社会研究域経済学経営学系 市原 あかね 教授 
 
「『角間』と『奥能登』で取り組む『里山と里海の自然学校』」 
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環境コミュニケーション 
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2008 年 3 月には輪島市文化会館で「能登半島地震から 1 年―人間と地域の復旧と復興に向
けて－」を開催しました。また、2008 年 11 月には輪島市・穴水町での「地区懇談会」、2009 年 2 月
には輪島市文化会館で「未来開拓公開シンポジウム」などにも調査部会として参加し、地震から
の復興・再生に必要な視点について参加者の方々と意見交換を行いました。 















                      
○ 結び 
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ラーメンスープ入り  
ぺットボトル放置ゴミ 















表１ ２００８年度 クリーン作戦参加人数及びゴミの量 
 日 時 参加者数と所属 収集したゴミの量 
第 1 回 10 月 17 日（金） 15 名（施設部安全環境課、金大生、埋
文センター、地域住民、大学生
協、環境保全センター） 
可燃ゴミ：90Ｌ用袋で約 10 袋 
不燃ゴミ：90Ｌ用袋で約 9 袋 
第 2 回 12 月 24 日（水） 17 名（施設部安全環境課、金大生、埋
文センター、地域住民、大学生
協、環境保全センター） 
可燃ゴミ：90Ｌ用袋で約 12 袋 
不燃ゴミ：90Ｌ用袋で約 10 袋 
第 3 回 3月31日 (火) 20 名（施設部安全環境課、金大生、
埋文センター、地域住民、大学
生協、環境保全センター） 
可燃ゴミ：90Ｌ用袋で約 15 袋 




金沢市ゴミ収集車            収集したゴミの一部 
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教育･研究用
 
     
 
           
         
平和町・その他  
角  間  宝町・鶴間 




   
   





電力：5,280 万 kWh 
ガス：  356 万ｍ3 
水 ：  49 万ｍ3 
重油：1,390 kL 
複写機用紙：  136 t 
電力：2,140 万 kWh 
ガス：  271 万ｍ3 
水 ：   23 万ｍ3 
重油：  560 kL 
電力：3,140 万 kWh 
ガス：   85 万ｍ3 
水 ：   26 万ｍ3 
重油：  830 kL 
総供給量(Input) 
排出量(Output) 
温室効果ガス：   42 千ｔ-CO2
一般廃棄物  ： 626ｔ 
産業廃棄物 ：  488ｔ
排 水   ：   47 万ｍ3 
リサイクル紙類：276ｔ 
再利用物質  ：127ｔ 
温室効果ガス吸収： 
510ｔ-CO2  



























































































＊ 「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。 
＊ 原油概算量係数として 0.0258kl/GJ を使用しました。 
＊ エネルギー消費量は電気、ガス、重油、灯油の発熱量により算出しています。 （省エネ法施行規則よ
り算定） 
＊ 都市ガスの単位発熱量は 46 ＭＪ/Ｎｍ3、電力の単位発熱量は 9.97ＧＪ/千ｋWｈ（昼の値）を、他はガイド
ラインの換算係数を使用しました。 
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環境配慮への取組み 













































































Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20
年　度
万ｋWｈ 5,173 5 ,206
4,716





































































































年度 2005 2006 2007 2008 2005 2006 2007 2008
古紙＊ 232.1 318.0 314.4 284.9 96.4 96.5 95.1 97.0
ペットボトル 21.8 34.3 36.1 33.9 23.2 86.0 91.8 100.0
蛍光灯 2.4 2.4 1.4 1.6 53.1 41.7 36.2 69.3
金属くず 384.8 180.4 93.2 73.1 99.9 72.9 85.5 99.3
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H19 H20 H19 H20 H19 H20
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 615 497 3 2 62 92
附属病院地区 Ａ重油ボイラー3台 409 - - - 84 -



































Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20
年　度
万ｍ3






Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20
年　度
万ｍ3
63 64 54 54 47
H19 H20 規制値 H19 H20 規制値 H19 H20 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 33 31 150 0.00 0.00 12.65  <0.01  <0.01 0.1
角間南地区 ガス発電機      1台 34 26 600  <0.01  <0.01 3.04  <0.01  <0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 74 74 180 0.05 0.45 14.4 0.01 0.01 0.3
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 11 28 70
附属病院地区 ガスボイラー     2台 49 56 80
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  5台 52 64 150-180 0.009 0.022 0.25-0.3
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  3台 59 60 180 0.18 0.2 2.34-6.72 0.015 0.015 0.3
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 73 79 260 0.09 0.21 2.48 0.01  <0.01 0.3














































＊TEQ（Toxicity Equivalency Quantity：毒性等量）について 
 ダイオキシン類は，種類によって毒性の強さがそれぞれ異なっており，ダイオキシン類としての全体の毒性を
評価するため，最も毒性が強い 2,3,7,8- テトラクロロジベンゾパラジオキシンに換算して，どのくらいに相当




取  扱  量 1,140 kg --- 530 kg ---
大気への排出量 93 kg 0.12 mg-TEQ 530 kg 0.21 mg-TEQ





































主な PRTR 物質取扱量の年次変化 









































平成18年度 2,086 3,366 5,452
平成19年度 2,077 3,151 5,228








平成18年度 936 2,301 3,237 2,346
平成19年度 932 2,154 3,086 2,100



























































                      
 
 
5 月の植樹活動 10 月の植樹活動 
月別達成状況 


































Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20
年　度
トン





分   野 目標達成率
紙類（8品目） 100 % 163,077 kg 162,572 kg 3品目を除き各品目100％
文具類（81品目） 100 % 785,615 個 785,588 個 2品目を除き各品目100％
オフィス家具・インテリア等
（20品目） 100 % 59,446 個 59,441 個 1品目を除き各品目100％
ＯＡ機器（17品目） 100 % 33,593 台 33,593 台 全品目100％
家電製品（照明，エアコン等
含む17品目） 100 % 79,072 台 79,072 台 全品目100％
役務（13品目） 100 % 9,739 件 9,711 件 1品目を除き各品目100％
他の特定調達物品（31品









































































































6月に JIS A 1481「建材中のアスベスト含有率測定方法」が改訂されたため、改めて学内の建物について調
査を行いました。 
その結果、18 室について、アスベストの使用が確認されました。室内の空気環境測定を行ったところ，すべ
ての室において飛散しているアスベストは 0.5 本/L(注)以下であることを確認しました。 
















特定化学物質の種類 地点数 検出値（最大） 指定基準値 第二溶出量基準 
水銀及びその化合物 ２ 0.09[mg/L] 0.0005 0.005 
アルキル水銀 １(重複) 0.0021[mg/L] 不検出 不検出 
砒素及びその化合物 １ 0.028[mg/L] 0.01 0.3 
ふっ素及びその化合物 １ 0.81[mg/L] 0.8 24 







大気汚染防止法では敷地境界で 10 本/L以下と定められています。 
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当「ホッかる」（2009 年 1 月からは「リリパック」）の弁当容器や、自動販売機飲料の紙カップをデポジット方式







画期的なランチボックスです。回収率は、2008年 3月から 2009年 2月 
までで、37％となっています。（表１参照。） 
○ 自動販売機飲料の紙カップ回収の取り組み 
キャンパス内の「大学会館」１F と自然科学本館アカデミックプロムナードラウンジ（2 箇所）の計 3 箇所に、
紙コップのデポジット式回収機を設置しています。紙カップ1個を返却するごとに、10円が返金されます。（※
デポジット方式非対応の自販機もあります。） 
金沢大学生協では、2006 年 5 月から回収数の記録を始め、回収率アップに取り組んでいます。回収率は










回収場所 大学会館 自然研 合計 
年度 08年 07 年 08 年 07 年 08 年 07 年
売上数（ｹ） 13,358 12,583 12,303 14,164 25,661 26,747 
回収数（ｹ） 6,378 6,266 8,056 8,734 14,434 15,000 




宝町 鶴間 08 年 07 年
















弁当個数（ｹ） 7,313 2,097 6,533 491 3,498 1,082 2,848 23,862 24,463 
回 収 数（ｹ） 2,576 1,306 1,124 36 1,881 458 1,455 8,836 9,650
回 収 率(%) 35.2 62.3 17.2 7.3 53.8 42.3 51.1 37.0 39.5
 

































     購入方法を説明する実行委員              品定めする来客者 
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社会パフォーマンス 
■ 金沢大学における女性研究者支援 
 日本の女性研究者比率は、2007 年度時点で 12.4％と、アメリカ 34.3％、フランス 27.8％、イギリス
26.0％などと比較して低い比率です。とくに工学分野の女性研究者比率は 6.8％と極めて低くなっ








が、ここでは、以下の 3 つの事業を紹介します。 
○ 里山 KIDS ROOM（里山活動を利用した学童保育支援） 





ています。2008 年 2 月 1 日、「雪だるま祭 in 角間の里 





 2008 年 11 月１日、金大祭のイベント「ふれてサイエンス＆てくてくテクノロジー」において、写真展
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社会パフォーマンス 






























☆ ホルムアルデヒド対策  
2007（平成19）年 12月の特定化学物質障害予防規則等の改正により、ホルムアルデヒド等に係る







局所排気装置               風速測定 















                       
☆ 再発防止                  
事故災害の発生状況の把握を行い、災害分析と













 目  標 ： 関係法令を考慮しつつ、大学の特性を踏まえた安全管理・健康管理のための体制を
充実するとともに、安全衛生教育その他の施策を推進する。 















平成 20 年度定期健康診断の実施 
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金沢大学概要 
 
 金沢大学は、 文久２（1862）年加賀藩種痘所を源流としています。 その後、 様々な学校の歴史と
伝統を引継ぎ、 昭和24（1949）年5月に新制大学として発足しました。 平成16（2004）年4月には、国
立大学の法人化に伴い、 国立大学法人金沢大学として新たな一歩を踏み出しました。 平成20
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金沢大学概要  
■ 教育研究組織 
 金沢大学の教育研究組織は、 人間社会学域、理工学域、医薬保健学域のほか、大学院研究科、 がん研
究所などで構成されています。 また、 附属図書館、附属病院、学内共同教育研究施設、学内共同利用施




平成21年度の金沢大学学生総数は10,535人、 附属学校生徒 ・ 園児数は計1,707人です。 学生総数の内
訳は、 学部学生が7,993人で、 大学院学生は、 修士（博士前期）課程が1,345人で、 博士（博士後期）課程
が906人、 そのほか専門職学位課程が104人、 その他（専攻科 ・ 別科）187人となっています。     













































保健管理センター    極低温研究室 
資料館        埋蔵文化財調査センター 



































工学部 1 4％ 
薬学部 2％  
長期借入金収入 48  
運営費交付金 1 6,661  
学生納付金収入 6,002  
附属病院収入 1 9,754 
雑収入 21 0  
受託事業等収入 3,551 
目的積立金 660  
施設整備補助金 1 ,661  国立大学財務・経営センター施設費交付金 48 
教育研究費 1 5,81 1  
一般管理費 7,054   
診療経費 1 6,820  
長期借入金償還金 3,602  
受託事業費等経費 3,551  
施設整備費 1 ,757  
1,707  
その他  







医学部 1 1％  
教育学部 6％  
法学部 5％  
経済学部 6％  
学生・生徒  
12,138人 



























































































































































































目的 3-4 資源使用量の削減と再利用 
水使用量は、前年度にくらべ 13％削減されました。今後とも削減に努めていきます。 
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総 括 
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事務局長 ・ 副学長 




















- 44 - 

















環境報告書編集小委員会委員長 青木 賢人 
 
 
〈執筆協力者〉          〈環境報告書編集小委員会〉 
池本 良子              委員長 青木 賢人 
井上 美紗子                 岩田 英樹 
亀田 真紀                  村上  裕 
佐無田 光                  横山 明彦 
坂本 二郎                  平山 明子 
佐川 哲也                  藤原 勝夫 
鈴木 克徳                  野村 英樹 
水上 寛之                  山本  修 
道上 義正                  田端 尚史 
松本 芳江 










ＢＩ－１ 経営責任者の緒言 学長メッセージ 1
ＢＩ－2 報告にあたっての基本計画 環境報告書作成にあたって






ＭＰ－1 環境マネジメントの状況 環境マネジメントへの取組 4
ＭＰ－2 環境に関する規制の順守状況 法令の順守の状況 29
ＭＰ－3 環境会計情報 未記載 把握していない
ＭＰ－4 環境に配慮した投融資の状況 未記載 該当せず
ＭＰ－5 サプライチェーンマネジメント等の状況 サプライチェーンの活動 30
環境配慮への取組
　（グリーン購入の推進）
ＭＰ－7 環境に配慮した新技術，ＤｆＥ等の研究開発の状況 環境に関する研究 10
環境配慮への取組
　（温室効果ガスの排出と抑制策）
ＭＰ－9 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の 生物多様性の保全状況 32
ＭＰ－10 環境コミュニケーションの状況 環境コミュニケーションの状況 12
ＭＰ－11 環境に関する社会貢献活動の状況 地域・社会貢献活動 16




ＯＰ－2 総物質投入量及びその低減策 未記載 把握していない
環境配慮への取組
　（水資源の利用状況）
ＯＰ－4 事業エリア内で循環的利用を行っている物質量 未記載 該当せず
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内部評価 
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